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万が一の災害に備え訓練

　猪苗代、磐梯、北塩原の３町村でつくる磐梯山火山防災連絡会
の情報受伝達訓練は 11月６日、各町村役場で行われました。訓
練は、磐梯山で火山性微動などが発生し、仙台管区気象台から噴
火警報が発表され、噴火警戒レベルが２に引き上げられることを
想定して実施されました。連絡を受けた各町村長は、ウェブ会議
システムを使用して登山道の閉鎖や登山者・観光客などの安全確
保、正確な情報発信の方法などを協議しました。

磐梯山火山防災連絡会情報受伝達訓練

ウェブ会議システムを使い対応を協議する前後公町長

防火の誓い新たに

検閲官らの通常点検を受ける団員

磐梯山への感謝と安全を祈り

磐梯山への感謝と安全を祈願し神事を執り行う関係者ら

　県消防協会猪苗代支部の秋季連合検閲は 11月４日、猪苗代小
学校校庭で行われ、猪苗代、磐梯両町の消防団から約 530 人の
団員らが参加しました。団員らは町役場を出発し、中央通商店街
を行進した後、同校の校庭で通常点検や規律訓練、分列行進など
を行い、防火の誓いを新たにしました。また、検閲官の五十嵐源
市磐梯町長が訓示を述べたほか、猪苗代支部定例表彰が行われ、
受賞者の功績をたたえました。

県消防協会猪苗代支部秋季連合検閲

優れた医学研究をたたえる

　第61回野口英世記念医学賞授賞式は 11月３日、野口英世至
誠館で行われ、野口英世記念会の八子弥寿男理事長が理化学研究
所生命医科学研究センターチームリーダーで医学博士の大野博司
氏に賞状を手渡し、大野氏をたたえました。大野氏は腸内細菌を
腸管免疫系に伝える「Ｍ細胞」の研究に、細菌学や細胞生物学、
免疫学などを組み合わせた独創的な研究を行っています。大野氏
は「今後も研究に精進します」と謝辞を述べました。 八子理事長から賞状を受ける大野氏（右から２人目）

第 61 回野口英世記念医学賞授賞式

磐梯山感謝登山式典

　磐梯山感謝登山式典は 11月６日、ＩＳＫで行われ、関係者ら
約 30人が出席しました。式典では神事を執り行い、八幡神社の
鈴木重隆宮司が祝詞を奏上し、前後公町長らが玉串をささげまし
た。前後町長は「夏山シーズン中は、猪苗代山岳会によるパトロー
ルや警察、消防など関係機関による夏山遭難訓練を実施してきま
した。これから冬山シーズンを迎えますが、登山者には綿密な計
画と十分な装備をするよう啓発したい」と式辞を述べました。
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今後ますますの活躍を祈り

　第49回町高齢者福祉大会は 11月９日、学びいなで開かれま
した。町老人クラブ連合会の小木良司郎会長らがあいさつを述べ
た後、役員表彰が行われ、受賞者６人を代表して旭会の五十嵐忠
行さんが小木会長から表彰状を受けました。また、しあわせ金婚
夫婦表彰では、受賞した 11組を代表して樋ノ口銀杏会の川上弘
さん、隆子さんご夫妻に福島民報社藁谷隆猪苗代支局長から表彰
状が手渡されました。

第 49 回町高齢者福祉大会

小木会長から役員表彰を受ける五十嵐さん（左）

町交通安全対策協議会が受賞

前後町長に受賞を報告した増子副会長（右）

第 57 回県交通安全県民大会

　第 57 回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 24
回野口英世博士少年科学賞の授賞式は 11月 9日、野口英
世至誠館で行われ、各賞を受賞した小中学生の栄誉をたた
えました。受賞者は次のとおりです（敬称略）。
【作文コンクール】
◇小学校の部  ▶特選＝大桃匠（吾妻小４年）▶金賞＝佐
藤丞馬（猪苗代小４年）深谷琥太郎（緑小４年）小池由奈
（翁島小４年）▶銀賞＝佐藤響生（長瀬小４年）塚原穂花（千
里小４年）山崎陽臥（猪苗代小４年）
◇中学校の部  ▶特選＝三瓶蓮心（東中２年）▶金賞＝岡
野和乃佳（猪苗代中２年）鈴木七海（吾妻中２年） ▶銀賞
＝鈴木美咲（猪苗代中２年）本田埜乃（猪苗代中２年）
【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝渡部響子（緑小６年）▶優秀
賞＝楠脩汰（翁島小１年）吉田真望（千里小２年）小林花
帆（猪苗代小３年）鈴木理子（吾妻小４年）喜多見叶暖（翁
島小５年）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝髙木沙也（猪苗代中２年）▶
優秀賞＝渡部菜々子（東中学校２年）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

少年科学賞・小学校の部で最優秀賞を受賞した渡部響子さん

作文コンクール・小学校の部で特選に輝いた大桃匠さん

　10月 29日に相馬市市民会館で行われた第 57回県交通安全県
民大会で町交通安全対策協議会が県交通対策協議会長表彰を受賞
しました。町交通安全対策協議会を代表して表彰状を受けた増子
次郎副会長は 10月 30 日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を
報告しました。増子副会長は「これからも継続して交通安全に務
め、交通事故の犠牲者を出さないよう地域が一丸となって取り組
んでいきます」と話しました。



広報 猪苗代  2018-12    1011    2018-12  広報 猪苗代

まちのわだい
TOWN  TOPICS

野口博士の生誕を祝う

　世界的な医学者、野口英世博士の第142回誕生祭は11月９日、
野口英世至誠館で行われました。野口家の菩提寺である長照寺の
楠俊道住職による読経の後、関係者らが献花をしました。また、
翁島小学校４年生の児童が唱歌「野口英世の歌」を披露しました。
野口英世記念会の八子弥寿男理事長が「今後も野口博士の遺訓を
後世に伝えていきたい」とあいさつ。大川原久夫副町長らが祝辞
を述べました。「野口英世の歌」を合唱する翁島小４年生の児童

第 142 回野口英世博士誕生祭

恒例の秋祭りを開催

　第10回学びいな秋祭りは 11月４、５の両日、学びいなで開
かれました。ホールでは、町体験交流協会に所属する団体がステー
ジに立ち、歌や舞踊、楽器演奏など、日頃の練習の成果を披露し
ました。学びいな館内では、各種講座の参加者や高齢者によるさ
まざまな作品が展示され、来場者の目を楽しませました。また、
屋外テントコーナーでは、焼きそばや焼き鳥などの出店が立ち並
び、家族連れなど多くの来場者でにぎわいました。 さまざまな作品が展示された学びいな館内

第 10 回学びいな秋祭り

和みいなの功績に表彰

　県教育委員会は 10 月 23 日、平成 30 年度県教育・文化関係
表彰の受賞者・団体・施設を発表しました。このうち、社会教育
の分野で功績顕著な施設として、町図書歴史情報館「和みいな」
が選ばれました。町図書歴史情報館の多年にわたる事業の功績が
認められての受賞となりました。町および町教育委員会では、こ
の表彰を励みとして今後も創意工夫を加えて町図書歴史情報館の
業務を進めていきます。

平成 30 年度県教育・文化表彰を受賞

賞状と盾を受けた前後公町長（左）と宇南山忠明教育長

節目の年を祝う

　町商工会青年部設立 50周年・女性部設立 40周年の記念式典
は 11月 16日、ホテルリステル猪苗代で開かれ、関係者ら約 80
人が出席しました。渡部敏弘青年部長、佐賀彰子女性部長、渡部
常男会長があいさつし、前後公町長らが祝辞を述べました。青年
部の第 23 代部長佐藤剛太郎さん、24 代部長吉野貴之さん、第
25代部長西村和貴さん、女性部の第６代部長神トシ子さんに感
謝状を贈り、節目の年を祝いました。 あいさつを述べる渡部会長

町商工会青年部・女性部合同記念式典

楽しい音楽とスイーツを堪能

　第６回猪苗代スイーツフェスタは 11月 17 日、猪苗代スキー
場ミネロセンターハウスで開かれ、町内外から訪れた約 250 人
が本町のスイーツを味わいました。イベントには町内の９店舗が
参加。和菓子や洋菓子などさまざまなスイーツが用意され、来場
者は各店舗から一つずつ、合計９種類のスイーツを味わいました。
会場内では、あめ細工の実演やお菓子作り体験などが行われたほ
か、バイオリンとピアノの演奏が披露されました。

第６回猪苗代スイーツフェスタ

さまざまなスイーツが用意されたイベント会場

町商工会青年部がＣＭ制作

審査員らに作品を紹介する佐藤さん（右から２人目）

　「ふくしまの元気！応援ＣＭ大賞 2018」の公開収録は 11 月
25 日、郡山市の郡山ユラックス熱海で行われました。今回は県
内から34市町村がＣＭを制作。本町からは町商工会青年部が「冬
が楽しみ！」と題したＣＭ作品を制作しました。監督を務めた同
部の佐藤弘一さんは「エフェクトを多用した作品を皆さんに見て
いただきたいです」と話しました。公開収録の模様は、12月 22
日午後２時 30分から福島放送で放映される予定です。

「ふるさとの元気！応援ＣＭ大賞」公開収録

社会体育振興の功績をたたえ

　全国スポーツ推進員連合功労者表彰を受賞した二瓶芳雄さん
（金曲）は 11月 22 日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を報告
しました。二瓶さんは平成４年に体育指導員に委嘱されて以来、
26年にわたり町民のスポーツ意識の高揚と社会体育の振興に尽
力。平成 22 年からは町スポーツ推進員委員長を務めています。
二瓶さんは「受賞は日ごろから共に活動し、支えてくれるスポー
ツ推進員の皆さんのおかげです」と話しました。

全国スポーツ推進員連合功労者表彰

国登録有形文化財の答申を受けた野口英世生家主屋

　国の文化審議会は 11月 16日、「野口英世生家主
しゅ

屋
おく

」を国登録
有形文化財にするよう柴山昌彦文部科学相に答申しました。野口
英世生家主屋は、1823（文政３）年に建てられ、内部は馬小屋の
ある土間、野口博士が幼少期に転落したいろりのある広間、奥座
敷、納戸で構成されており、野口博士の生涯や業績を顕彰する上
で大きな役割を果たしています。国は近く正式決定し、官報に告
示されます。

野口英世生家主屋が国登録有形文化財に
国文化審議会が文科相に答申

前後町長に受賞を報告する二瓶さん（右）


